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要約

異なる 2農家で自家生産飼料を用いて飼養されていた 2-3カ月齢の黒毛和種子牛の2頭が、雨後肢端およ

び左右両側耳介先端部の壊死を呈した。両症例ともに、両後肢の繋から球節に縛創様の創口が認められ、その

特徴的な病変と除外診断から麦角7Jレカロイド中毒の一つであるフェスタフットを強く疑った。給与飼料中の

毒素の分析試験が行えず確証は得られなかったが、今後同様の症例が発生した際は、麦角アルカロイド中毒を

鑑別診断のーっとし、給与飼料に関する疫学的な調査が必要であると考えられた。

はじめに

エンドファイト(内生菌)は植物体内で共生的に生活

している真菌や細菌で、様々な生理活性物質を産生し、

感染した植物に病害虫や環境ストレスに対する抵抗性を

付与する。その一方で、エンドファイトの種類によって

は動物に有害な物質を産生し、家畜の中毒の原因となる。

なかでも、ト -Jレフェスクに感染するエンドファイトは、

エルゴパリンなどの麦角7Jレカロイドを産生し、牛の

トー1レフェスクによる中毒(フェスクトキシコーシス)

の原因となる [1]。ブエスクトキシコーシスの症状は主

にエルゴパリンのプロラクチン分泌抑制作用および末梢

血管収縮作用によると考えられており、夏季型の発熱や

泌乳量の減少を起こすサマースランプと、冬季型の四肢

の壊痘や蹄の剥離を起こすフェスクフットの 2つの病型

がある[1]。我が国における麦角アルカロイド中毒症例

は、エンドファイトに感染した輸入飼料を給与すること

により発生すると考えられている [2]。

今回、国内生産銅料を給与していた 2農家において、

肢端壊死を呈し麦角 7Jレカロイド中毒によるブェスク

フットを疑った子牛の 2症例に遭遇したので報告する。
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症 伊l

症例 lは北海道十勝管内で飼養されていた2カ月齢の

黒毛和種雄で、披行を主訴に平成21年2月初診となった。

左後肢の支披、球節以下の腫張、熱感、硬結、および右

後肢の管から大腿の腫脹が認められたため、消炎鎮痛剤

と抗生剤を中心とした治療を行ったが、第4病日には両

後肢球節が沈下した姿勢を呈するようになった。その後

も治療を継続するも、改善がみられず、第20病日に帯広

畜産大学に搬入された。搬入時、体温39.8'(;、心拍数68

回/分、呼吸数24回/分で、両後肢の副蹄が接地する祉行

姿勢を呈していた。両後肢の繋から球節には、縛創様の

創口が認められ、その周囲は化膿、腫脹、脱毛していた

(図 1A)。創口から遠位側は著しい冷感を有し、径が

細くなっており、皮膚は一部剥離しているのが認められ

た。また、両側耳介遠位端の壊死と短縮が認められた。

血液および生化学検査では、 AST、ALP、LDH、CPK

の高値が認められた(表1)。

症例 2は北海道十勝管内の症例 1とは異なる地区の農

家で飼養されていた 3カ月齢の黒毛和種雌で、平成21年

2月元気がないとのことで初診となり、肺炎と診断し治

療後、第3病日に両耳端の壊死と左後肢の負重嫌悪が認
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図 1 両後肢端繋から球節に認められた縛創様の創ロと

皮下組織の露出。A・症例 1、B:症例 2

表 1 血液検査および生化学検査所見

WBC (/μ1) 

Sta (%) 

Seg (%) 

Lym (%) 

Mon (%) 

Eos (%) 

RBC (x l(J6!μ) 

Hb (g/dI) 

PCV (%) 

PLT (x103/μ) 

BUN (暗/dl)

Cre (mg/ dI) 

AST (U/I) 

GGT (U/I) 

ALP (U!I) 

CPK (U!I) 

症例 l 症例 2

8400 

57 

41 

0 

13.10 

11. 2 

39. 7 

455.6 

5. 7 

O. 7 

823 

22 

588 

14770 

12100 

0 

62 

35 

3 

0 

13.15 

11. 9 

40.9 

146.5 

9.6 

0.7 

48 

22 

399 

151 

められた。抗生斉Ijと消炎鎮痛剤を中心とした治療を行っ

たが、翌第4病日には両後肢全周にわたり縛創様創口が

認められ、雨後肢端の冷感と左後肢の壊死が認められた。

その後治療を継続するも、改善がみられず第13病日に本

学に搬入された。搬入時、体温39.8"C、心拍数68回/分、

呼吸数24回/分で、両後肢の繋から球節にみられた縛創

様創口周囲は化l臣、腫脹、脱毛していた(図 1B)。創

口から遠位側は著しい冷感を有し、径が細くなっており、

皮膚は一部剥離しているのが認められた。また、両側耳

介遠位端の壊死と短縮が認められた。血液および生化学

検査では、好中球数の軽度増加のほか顕著な異常は認め

られなかった(表 1)。
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両症例に対し、寒冷暴露によって血栓を生じる疾患の

定性誌験として[3.4]、へパリン加血、血清、および血竣

をそれぞれ4"Cおよび37"Cの条件下で24時間インキュ

ベートを行った結果、全て陰性であった。

なお病理解剖検査では、両症例ともに、両後肢球節に

皮膚の欠損部を認め、皮下組織が露出していた。両後肢

球節末梢側の皮膚、皮下組織、および両側耳介先端部皮

膚の壊死が認められた。

考察

フェスクフットの鑑別診断として、寒冷暴露によって

血栓を生じる疾患(寒冷凝集索病、クリオグロプリン血

症、及びク')オフイプリノーゲン血症)や免疫介在性疾

患(皮府血管炎)、栄養性疾患(慢性セレン中毒)など

が考えられるが、 7ェスクフットは一般的にその特徴的

な肉眼的病変と、給与飼料の調査によって診断すること

が可能である[1]。特に給与飼料に関しては、飼料中の

毒素の定性 ー定量試験が確定診断となり、現在、国内で

はこれらの試験は(独)農林水産消費安全技術センタ ー

(F刷 IC)にて一元化して行われている。

寒冷暴露によって血栓を生じる疾患の定性試験は、

4"Cの条件下で24時間インキユベート後、ヘパリン加血

で凝集が生じた場合寒冷凝集素病と判定され、血清ある

いは血紫で沈殿が生じた場合、それぞれクリオグロプリ

ン血症、クリオフイプリノーゲン血症と判定される [3、4]。

この定性試験により、寒冷暴露によって血栓を生じる疾

患は除外された。また、慢性セレン中毒については、十

勝地方ではむしろセレンが不足しがちであること[日]、

および両症例の治療経過からセレン中毒となる可能性は

低いものと考えられた。麦角 71レカロイド中毒による

フェスタフットを疑診し、給与飼料中の毒素の定性ー定

量試験の依頼を試みたが、輸入飼料給与歴がないため麦

角71レカロイド中毒である可能性は低いとの理由で[7J、

試験は実施されなかった。

本疾患が発生した異なる 2農家の他の飼養牛において、

同様の症状を呈する個体は認められなかった。この原因

として、動物の麦角アルカロイドに対する感受性の個体

差が著しいこと、および給与飼料のごく 一部のみが麦角

アルカロイドに汚染されていた可能性が考えられた。摂

取された麦角アルカロイドは速やかに血中に移行し、也、

乳中の牛では乳汁中に移行し、子牛がそれを晴乳した場

合、子牛に中毒が発生する危険性が示唆されている [8]。

従って、今回の 2症例においても乳汁移行した中毒物質

を摂取したことによって発症した可能性が考えられた。
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フェスクトキシコーシスの診断方法として、飼料中の

エンドファイトや麦角アルカロイドの検出のほか、血液

生化学検査において擢患動物では血清中プロラクチン、

ALP、およびコレステローJレ濃度が低値を示すことが

挙げられるが、これらの測定は本疾患のマーカーとして

は特異性が低く、適切とはいえない[9]。そのため現在

のところ一般的に、フェスタフットはその特徴的な肉眼

病変から臨床的に診断された上、さらに確定診断として

飼料の分析が用いられている [1]。また、今回の2症例

では実施できなかったものの、近年の研究では尿中排法

麦角アルカロイドの分析が臨床的に有用であることが示

唆されている [9]。

我が国で本疾患の発生が散発したのは1996年から1998

年にかけてであり、いずれもアメリカから輸入された

ブェスクストローによるものであった[10]。それ以降、

同国の安全基準に従って現地で検査を行い、基準をクリ

アしたものが我が固に輸入されている [7]。従って、麦

角アルカロイドに高濃度に汚染された輸入飼料が囲内で

使用される可能性は低いと考えられた。また本疾患が発

生した異なる 2農家に対する聞き取り調査では、輸入飼

料は使用せず自家生産飼料を給与しているとのことだっ

た。自家生産飼料中にエルゴパリンなどの麦角7Jレカロ

イドが存在した可能性は否定できないため、今後同様の

症例が発生した際は、麦角アルカロイド中毒を鑑別診断

のーっとし、給与飼料に関する疫学的な調査が必要であ

ると考えられた。また、そのためにも麦角アルカロイド

中毒が強く疑われる場合には、迅速に対応できる検査体

制の整備が必要であると考えられた。
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